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大学生における幼児期の記憶↑
:幼児期の記憶をいかす指導法に関する探索的研究として
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本研究では,大学生の幼児期についての記憶がどのようなものなのかを調べるとともに，

一度きりの出来事と繰り返された出来事の記憶がどのように異なっているのかを検討し

た４つの視点から構成された質問紙を大学生115名に行い，その記述から印象に残って

いる一度限りの出来事の記憶と，何度か繰り返した出来事の記憶が，どのように異なって

記憶されているのかについて分析したその結果，一度きりの出来事と繰り返された出来

事の記憶の差異については，その出来事が起こったときの気持ちの鮮明度に関して，一度

きりの出来事の記憶の方が，繰り返して起こった出来事より，鮮明に思い出せるという結

果が得られた一度きりの出来事についての具体的な記述からは,かなり感情的にネガティ

ブな内容のものが数多くみられた．このことは，嫌な思いを強く味わったからこそ，その

ときの出来事が鮮明に思い出される可能が示されたまた，幼児期の遊びについては，繰

り返し経験した出来事の記述の方が多く報告された．遊びは本来想起されやすい性質を備

えていること，印象に残るようなある出来事が同時に生起したときに，一度きりの出来事

として想起される可能性があることなど考察された．

キーワード：幼児期，自伝的記憶，エピソード，鮮明度

問題と目的

人は自分が過去において，どのようなことを経験

してきたかについてのある程度の記憶をもってい

る．その中には，非常に具体的に想起できるような

鮮明な出来事の記憶もあれば,そう言われてみれば，

そのようなことがあったかもしれないというような

暖昧な出来事の記憶もある.そのいくつかの記憶は，
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その後の人生にとって大きな意味をもつこともあれ

ば，かりに社会的には重要な出来事であっても，そ

の個人にとってはそれほど印象に残らない出来事

も少なくない．

人が人生において経験した出来事の記憶は自伝的

記憶（autobiographicalmemories）と呼ばれている

(佐藤・越智・下村，2008)．そして，人が過去を振

り返って想起できる記憶の中で，その個人的にとっ

て意味のある記憶が，その後のその個人の人生に何

らかの影響を与えていることには間違いがない．そ

のような個人にとって意味のある出来事は，ある日

突然，何の前触れもなく事件のように起こることも

あれば，毎日のルーテイーンのように同じようなこ

とが繰り返され，記憶に深く刻まれることもある．

そもそもこの自伝的記憶は，個人が経験した出来

事の一つひとつのエピソードを，無秩序にまとめた
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ような記憶ではない．たとえば，小学校の入学式や

卒業式，高校の受験や大学の受験，それに就職や

引っ越しなど，その個人にとっての人生の節目で生

起した出来事などは，特別な意味をもって記憶され

る可能性が高い．また,大切な人との出会いや別れ，

自分や身近な人の病気や事故，極度の緊張や不安を

伴った経験なども，印象深い出来事として記憶に刻

まれることが多い．

井上（1998）は，1920年代をハワイで生きた日系

二世の英語によるオーラル･ヒストリーの資料から，

彼らが受けた教育とその言語環境に関する質的な分

析をおこなった．それによると，高齢者の多くは，

自分の人生を振り返る中で，人生の節目で起こった

出来事を鮮明に想起しているようすがうかがえる．

たとえば，その中には，日本語学校の校長が子ども

たちに話した印象的だった説教の内容や，公立学校

のアメリカ人教師が自分に就職の世話をしてくれた

話，マウイ島を離れてホノルルの高校に通うように

なったきっかけなど，人生の節目と考えられる印象

的な出来事についての記憶が，かなり具体的に語ら

れている．

そのような一度きりの出来事が想起される一方，

他方では，ある時期のようすが，当時のそのコミュ

ニティや家族の習'慣として，あるいは，その頃につ

いての知識として語られることもある．そのような

記憶として上述の研究では，自分の母親が日系人の

子どもを預かる託児所を運営していた話，日本語学

校で習った修身の話，公立学校の授業が終わってか

ら日本語学校に歩いて行ったようす，日本人会での

天皇誕生日のお祝いの仕方などが語られている．そ

れらは一度きりの経験というよりは何度か（ある

いは何度も）経験した出来事である．それらの記憶

は別個のエピソードとして記憶されているのではな

く，むしろ過去における知識として記憶の中に存在

していると考えることができる．同じような場面で

の繰り返しの出来事が構造化され，スクリプトが形

成されると考えられる．ただ，それらの出来事が当

時の自分との関係の中で想起され，ときには強い情

動を伴って語られるところが自伝的記憶の特徴でも

ある．

ところで，自伝的記憶の研究においては，１０代や

20代に経験した出来事の記憶が他の年代での出来事

と比べて，より鮮明に数多く想起されるという現象

(reminiscencebump）が知られている（Janssen＆
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Murre，２００６；Janssen,Murre＆Meeter,2008)．

このことは，人生にとっての大切な出来事が，この

時期に多く生起することと関係があるようである．

そして，それらの出来事はかなり強い感情を伴って

経験されることになる．またそのような出来事の

中には，人生で初めて体験するような事柄も含まれ

ている．さらに，その頃の思い出は，後になって回

顧される可能性も高い．これらのようなことが，こ

の時期の出来事の記憶が，他の時期に比べて数多

く想起される現象の説明になっているようである

(Janssen,ｅｔａＬ,2008)．このようなことからも，こ

の頃の出来事がその個人のアイデンティティの形成

に重要な影響を与えていることは否定できない．

しかしながら，５年ごとの区分で想起される記

憶を調べてみると，生後５年間の記憶は著しく少

ない．このような現象は，幼児期健忘（childhood

amnesia;infantileamnesia）という用語で示される

ことがある．とりわけ，３歳以前に経験した出来事

の記憶は非常に乏しいことが知られている（佐藤ら，

2008)．おそらくその原因のひとつとしては，言語

が未発達な段階での記憶は，言語的な符号化がなさ

れることが少なく，長期記憶として定着しにくいこ

とが考えられる．ところが，３歳頃になると，それ

なりにまわりの大人や同世代の子どもたちとも言語

によるコミュニケーションもとれるようになり（村

井，2002)，３歳までの出来事の記憶と比べると，

ある程度の記憶が想起できると考えられる．

過去における出来事を回想するようなタイプの記

憶は，ある場所で，このような時に，このような人

がいるときに，こういう状態で起こったというよう

に，文脈をもった出来事として想起されるのが一般

的である．ところが一方では，ある種のイメージだ

けが想起されるような断片的な記憶も存在する．人

生における最初の記憶について調べた研究では，文

脈をもった出来事のエピソード的な記憶が4歳頃の

出来事から想起され始めることが多いのに対して，

断片的な記憶は３歳過ぎから想起されることが示き

れている（Bruce,Phillips-Grant,Wilcox-O，Hearn，

Robinson,＆Francis,2007)．そして，記憶の鮮明

さや情動の強さについても,その断片的な記憶より，

文脈のあるエピソード的な記憶の方がはっきりして

いることが報告されている．

たとえば佐藤（2000）は，教員養成系大学の学生

を対象に，小学校から高校までに自分が習った教師
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にまつわる自伝的記憶についての調査を実施してい

る．そして，教職志望の強い学生はそれが弱い学

生に比べると，教師にまつわる不快な記憶が少ない

ことを見いだしている．さらに，教職志望の強い学

生は，教師にまつわる想起された出来事から影響を

受けたと認識している確率が高いことも示されてい

る．このように，職業選択というアイデンティティ

の形成にも大きく関わる問題にとっても，過去の出

来事の記憶が深く関与していることがうかがわれ

る．

この事実自体は非常に興味深いことではあるが，

教職志望の学生が教員になってから，そのような過

去の記憶がどのように関連するのかについては必ず

しも明確に議論されていない．本来，私たちの経験

は,仮にそれが良い経験でも好ましくない経験でも，

その後の人生を生きていくうえで，よりよく活用で

きる可能性を秘めているものと考えられる．もしそ

うであるならば，たとえば，幼稚園の教師や保育士

を志望する学生にとって，その教育や保育の対象と

なる子どもの時期の記憶について調査し，その内容

を教育にいかす方法を探ることは意味があるように

思われる．

すなわち，保育者を目指す学生にとって，幼児期

の記憶が，保育者となったときの援助に関連すると

仮定した場合に，その記憶を呼び起こした後で，子

どもの立場に立って，過去の出来事を振り返るとい

う行為が，教員養成の方法論として意味をもつ可能

性がある．

しかし佐藤（2000）では，それより以前の就学前

に関する大学生の記憶については調べられていな

い幼児期はその後の発達にとって重要であること

が指摘されているが，幼児期での出来事や体‘験を，

どのように記憶していて，そのことがどのような影

響を与えるのかということについての研究は数多く

ない本研究の目的は,大学生の幼児期についての

記憶がどのようなものなのかを調べるとともに，一

度きりの出来事と繰り返された出来事の記憶がどの

ように異なっているのかについても明らかにする．

その違いの特徴を量的分析によって把握するため

に，先行研究（Anderson＆Shimizu,2007）で用い

られているような各感覚モダリテイに関するイメー

ジの鮮明度などを評定法によって調査する手法も採

用する．さらに，感情価の面からも，一度きりの出

来事と繰り返された出来事の記憶のふたつのタイプ

第32号2010年

の記憶の違いについて分析する．

そして，以下の４つの視点から質問紙を作成し，

大学生が自分自身の幼児期をどのように位置づけて

いるのかについて探索的に検討する．具体的には，

大学生のもつ幼児期についての記憶には，①どのよ

うなものがあるのか，②それをどの程度鮮明に覚え

ているのか，③エピソードの詳細についてどの程度

の確信をもって想起されるのか，④そのエピソード

を回想する機会はどの程度あるのか，という視点か

ら調査する．さらに，印象に残っている一度限りの

出来事の記憶と,何度か繰り返した出来事の記憶が，

どのように異なって記憶されているのかについても

分析するまた，本研究では，大学生のもつ幼児期

における遊びに関する記憶には，印象に残っている

一度限りの出来事の記憶と，何度か繰り返した出来

事の記憶が，どのように量的に異なっているのかに

ついてもあわせて検討する

方法

調査対象者同志社大学の学部学生125名．ただ

し，分析に用いた有効回答は115名であった

調査材料Ｂ4版１枚に印刷された質問紙を準備

した質問紙の左半分には，幼児期に「繰り返し経

験した事柄で，印象に残っている思い出」をひとつ

だけ具体的に自由に記述することを求める空欄（時

期の選択肢を含む）を設けたそれぞれのエピソー

ドに関して，５つの感覚（視覚，聴覚，触覚，唄覚，

味覚）ごとの記憶の鮮明度，全体的な記憶としての

鮮明度，そのときの気持ちの全７項目についての鮮

明度を，７段階評定で回答を求める項目を配列した．

さらに，記述内容の４項目（場所，時間，年齢，そ

こにいた人物）についての確信度，その後のリハー

サルの様子や頻度など５項目の合計９項目に対して

も，同様に７段階評定の回答を求める項目を配列し

た．最後に，「今のあなたにとっての意味」を自由

記述する空欄を設けたさらに，質問紙の右半分に

は，「一回だけ経験したことがらで，印象に残って

いる思い出」とそれに関する質問を，同様の書式で

配列した．

手続き調査は集団形式で行われた．調査の所要

時間はおよそ20分であった．
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１１

結果と考察 7.0

6.0

:鍵蹴遥｜

1．記憶の鮮明度などに関する分析

115名の回答から得られたそれぞれ２つのエピ

ソードに関して．その出来事の時期について分析を

おこなった．その結果，繰返し経験した出来事につ

いては．年少時のエピソードが24件，年中時が47件，

年長時が52件，それぞれ報告された．また．一回だ

け経験した記憶では．年少時１６件．年中時45件．年

長時52件が報告されたこのように,先行研究同様，

文脈のある出来事の想起は，年少児のものは数少な

く．年長のものが比較的多く想起されることが確認

された．

記憶の鮮明度等に関する平均評定値（図1）に

ついて，記憶の種類(2)×鮮明度に関する項目(7)

の２要因分散分析をおこなった結果，交互作用がみ

られた（F("制)＝2.489,ｐ<､05)．単純主効果の検定の

結果，項'１「気持ち」における記憶の種類に有意

な差がみられた（FIL79s)＝9906.ｐ＜01)．これはその
出来事があったときの気持ちの記憶の鮮明度にお

いて．一度きりの出来事と繰り返しの出来事の間

に差があることによるものであった．具体的には．

図１に示すとおり，各感覚のモダリティに関する記

憶の鮮明度については,平均値としては大きな差が

みられなかったが，その出来事が起こったときの気

持ちの鮮明度については，繰り返して起こった出来

事についてより，一度きりの出来事の記憶の方が．

鮮明に思い出せるという結果が得られた．

また、記憶の確信度に関する評定では，記憶の種

類(2)×エピソードの項目(4)の２要因分散分析を

おこなった結果，交互作用に有意差が認められ

０
０
０

５
４
３

平
均
評
定
値

2.0

1.0

場所時間年齢人物

図２記憶の確信度に関する平均評定値

(Ｒａ342)=4036ｐ＜01)，単純主効果の検定の結果．

図２に示すとおり，「一日の中の時間帯」の確信

度で両者に有意な差が見られた（F1【M561＝l9469

p＜01)．すなわち，一度きりの出来事については．

その想起された記憶から一日の中の時間帯を具体的

に特定することが難しいのに対して，繰り返し経験

した出来事の記憶については時間帯を比較的特定

できるということが示されたことを意味している．

このことは｡繰り返して経‘験したことの内容として，

たとえば，幼稚園での遊びや，保育所への行き帰り

など，その内容から時間帯を推測したものが多かっ

たためと考えることができる．

次にリハーサル等に関する評定平均値（図３）

について・記憶の種類(2)×|叫想の種類(5)の２

要因分散分析をおこなった結果，交互作用がみられ

た(F【‘M56)＝15506,ｐ<､01).単純主効果の検定の結果，

｢類似（よく似た出来事がたくさんあった)」の項

目において，有意な差がみられた（F(1.570)＝51962

p<､０１)．当然のことながら，繰り返し経験した出来

事の記憶の方が評定平均値が高かった．
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図１記憶の鮮明度に関する平均評定値
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２．－度きりの出来事と繰り返し経験したことの記

憶の差異に関する分析

前述のとおり，一般的には，一度きりの出来事の

記憶の方が，繰り返しの出来事の記憶より，そのエ

ピソードに関する気持ちを鮮明に思い出すことがで

きる．そこで，その傾向が相対的に強かった回答者

から得られた両者のエピソードの例を表ｌに示す

(ただし，ここで示されている〔〕内の数値は，

それぞれの感覚の鮮明度であり，数値が高いほど鮮

明であることを示している）

ここで得られている記述例は，いずれも一度きり

の出来事の記憶が，繰り返しの出来事の記憶より，

気持ちを鮮明に思い出すことができるとしたもので

あるが，回答者によっては少数ながら，逆のパター

ンを示すもの，いずれも，そのときの気持ちを鮮明

に覚えている回答などもみられた．

本研究の調査から得られた１１５件の全体の回答(遊

び以外の記述も全て含めたもの）の中で，感情価が

ポジティブな（愉快であったこと楽しかったことな

どが報告されている）ものは，「繰り返し経験した

出来事」の記述において41件，「一回だけ経験した

ことがら」の記述については，２２件であった．ま

た，逆に感情価がネガティブな（悲しかったことつ

らかったことなどが報告されている）ものは，「繰

り返し経験した出来事」の記述において29件，「一

回だけ経‘験したことがら」の記述については69件で

あったすなわち，「繰り返し経験した出来事」の

記’億には，感情価のレベルでは大きな違いが認めら

れない（X2＝362,ｄｆ=2,,.s.）のに対して，「一回だ

け経験したことがら」の記憶には，感情価がネガ

ティブなものが多く，ポジティブなものが少ない

など偏りが大きいことが示された（x2＝369,ｄｆ=2，

回答者Ａ

回答者Ｂ

回答者Ｃ

回答者，

回答者Ｅ

表１繰り返しの出来事と一度きりの出来事のエピソード例と記憶の鮮明度

繰り返しの出来事

保育園で友達と泥だんごをすごく真剣に作っ

ていた．誰が一番固くキレイに作れるか競っ

ていた．

〔視覚；３，聴覚；ｌ，触覚；５，唄覚；３，味覚；ｌ，

全体的；６，気持ち；ｌ〕

同じ社宅に住んでいた幼なじみの女の子と近

くの公園「おならび公園」でおままごとをし

た．

〔視覚；６，聴覚；５，触覚；３，唄覚；２，味覚；４，

全体的；５，気持ち；３〕

お昼のお遊戯の時間のとき，よく保育園の遊

具で友達と遊んだり，走り回ったりしていた

〔視覚；５，聴覚；２，触覚；２，唄覚；ｌ，味覚；１，

全体的；３，気持ち；３〕

年少の頃はいつも兄に手を引っ張られなが

ら，保育園の中に入っていたみたい．

〔視覚；２，聴覚；２，触覚；３，嘆覚；３，味覚；３，

全体的；２，気持ち；２〕

公園のかくに向けてテニスボールを投げてい

る．

〔視覚；６，聴覚；２，触覚；６，唄覚；３，味覚；４，

全体的；５，気持ち；２〕

一度きりの出来事

歯医者に連れていかれた時，嫌がって暴れす

ぎて治療台に綱でおさえつけられた．治療後

｢もう来ないでください」と言われた．

〔視覚；６，聴覚；３触覚；ｌ，唄覚；４，味覚；４，

全体的；４，気持ち；６〕

同じ社宅で住んでいた仲良しの友達と社宅の

中で，小さい子が乗る車（？）に乗って遊ん

でいたら，階段から落ちた．でも怪我するこ

ともなく無事に着陸した!！

〔視覚；７，聴覚；５，触覚；６，嘆覚；４，味覚；４，

全体的；６，気持ち；７〕

まだおもらしが治らなくて，保育園のお泊り

会のとき，寝ないよう一日中起きていた．

〔視覚；６，聴覚；４，触覚；３，唄覚；３，味覚；１，

全体的；６，気持ち；７〕

親に保育園まで送ってもらったが，その日は

兄（年長）がいなくて１kｍぐらいの距離を

歩いて帰って来た親に送ってもらって，す

ぐ歩いて帰って来て,家の前ですわっていた．

〔視覚；６，聴覚；５，触覚；６，嘆覚；４，味覚；４，

全体的；６，気持ち；６〕

親の車のドアを思い切りあけて，壁にぶつけ

て怒られた．

〔視覚；５，聴覚；ｌ，触覚；５，喚覚；４，味覚；４，

全体的；５，気持ち；６〕

注：〔〕内は記憶の鮮明度に関する各項目の評定値を示している．得点範囲は１点から７点であり，得点

が高いほど，鮮明に覚えていることになる．
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表２反復的な遊びと一度きりの印象に残っている遊びの具体例

ｐ<､01)．

なぜ一度きりの出来事について，そのときの気持

ちが鮮明に思い出されるのであろうか．表ｌのエピ

ソードからは，一度きりの出来事については，かな

り感情的にネガテイブな出来事についての記述がみ

られる．逆にいえば，可能性としては，嫌な思いを

強く味わったからこそ，そのときの出来事が鮮明に

思い出されるのかもしれない．それに対して，繰り

返しの出来事については，普段よくやっていた遊び

や，その頃の習慣的な行為の記述が読み取れる．か

りに一回一回の出来事については，それぞれでさま

ざまな感情が伴っていたかもしれないが，それをま

とめて思い出すような場合には，その感情価が平均

化されてニュートラルなものになった可能性は十分

に考えられる．

3．遊びに関する記憶の分析

最後に，115名の回答から得られたそれぞれ２つ

のエピソードに関して，その内容が明らかに遊びで

あるもののみを合計抽出した．その結果，そのよう

な遊びに関する記憶は「繰り返し経験した出来事」

の記述において40件，「一回だけ経験したことがら」

の記述においては１７件が確認されたこのことから，

幼児期の遊びに関する記憶は，何度か繰り返した遊

9２

びがより多く記憶に残っているということができよ

う．同じことを繰り返すことは，本来，遊びの大き

なひとつの特徴といえる．表２に，その具体例を記

述する．

表２の記述内容からは，一度きりの印象に残って

いる遊びでは，事故やそれに伴うけがなどに言及し

ているものがみられる．遊びは本来，同じようなこ

とが繰り返しおこなわれることが多く，「このよう

な遊びをよくしていた」という表現での出来事の記

憶の記述例が数多くみられる．すなわち，繰り返し

て経験した出来事の記憶として，遊びは本来想起さ

れやすい性質を備えているのであるが，たまたま，

ある時，印象に残るようなある出来事が同時に生起

したときに，一度きりの出来事として想起される可

能性が否定できない．そういう意味では，一度きり

の出来事の記憶の想起の多くは，構造化された自伝

的記憶のひとつの事例と考えることができよう．

おわりに

本研究では，大学生の幼児期についての記憶がど

のようなものなのかを質問紙調査法により検討し

たとりわけ，一度きりの出来事と繰り返された出

来事の記憶の差異については，その出来事が起こつ
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たときの気持ちの鮮明度に関して，一度きりの出来

事の記憶の方が，繰り返して起こった出来事より，

鮮明に思い出せるという結果が得られた．一度きり

の出来事についての具体的な記述からは，かなり感

情的にネガテイブな内容のものが数多く読み取れ

た．このことは,嫌な思いを強く味わったからこそ，

そのときの出来事が鮮明に思い出される可能を示唆

するものであると思われる．また，幼児期の遊びに

ついては，繰り返し経験した出来事の記述において

より多く報告された遊びは本来想起されやすい性

質を備えているのであること，印象に残るようなあ

る出来事が同時に生起したときに，一度きりの出来

事として想起される可能性があることなど考察され

た．

山名（2007）では，大学生に対して自分自身が幼

児だったころにどのような遊びをしていて，その中

で学んだと思うことはどのようなことであったの

か,という調査をおこなった．その際にも論じたが，

大学生が自分の記憶をたどり，どのような生活を送

り，どのような遊びをしてきたか，を考えることに

より，幼児と接するときに姿勢や構えのようなもの

が変化するかもしれない．すなわち，大人の視点で

はなく，子どもの発達を捉えるような関わり方を促

すことができるのではないだろうか.言い換えれば，

幼児期の記憶を呼び起こした後で，子どもの立場に

立って，過去の出来事を振り返るという行為が，教

員養成の方法論として大きな意味を持つ可能性があ

る．

山名・井上（2009）では，保育者を目指している

学生に対して，幼児期の出来事の中で，一番印象に

残っている場面として，ポジティブな思い出とネガ

ティブな思い出を書いてもらい,その場面の分析と，

またその場面での保育者の援助がどのように違うの

かについて検討した．これは保育者を目指す学生に

とって，幼児期の記憶が，保育者となったときの援

助に関連するかどうかを検討する探索的な調査とし

て行われた．その結果，ポジティブな場面よりもネ

ガティブな場面での保育者の存在や保育者の一見適

切でないと思われる援助を受けたことを記憶してい

る学生が多く見られた．

本研究でも一度きりの出来事として，ネガティブ

な出来事を記憶していることが示されたが，その場

面が，たとえば保育の場面であるならば，そこでの

保育者の関わり方はとても重要である．そしてその

第32号2010年

関わり方は，いわゆる保育技術，とよばれるような

ものではなく，子どもとの関係の中で培われている

共感的な理解や信頼関係が必要になってくるだろう．

そしてそのことを，大人として子どもにかかわる

ときの援助としてどのようにいかすことができるの

か，さらに詳細に研究をすることによって，保育者

の資質や発達のとらえ方を，大学生自身がいかすこ

とができるようなカリキュラムや授業を考えること

ができるのではないだろうか．

大人は必ず幼児期を体験してきているのである

が，年月が経過すると，なかなか子どもの視点でも

のごとを考えるということが難しくなる．子どもの

立場に配慮した保育ができるための一助になるのな

ら，このような自己の幼児期の記憶を振り返り，そ

の時の気持ちをいま一度，意識化する行為には，大

きな意味があるように思える．
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Summary

Thisstudyaimstoinvestigａｔｅｈｏｗｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

ｓｔｕｄｅｎｔｓｒｅｃａｌｌｔｈｅｉｒｐｅｒｓｏｎａｌｅｖｅｎｔｓｔｈａｔ

ｈａｐｐｅｎｅdwhentheywerepreschoolers・Atotal

ofll5studentsrespondedthequestionnairethat

requiredthemtodescribetwospecificepisodes

thattheyexperiencedonlyonceandthatrepeated

severaltimesrespectively・Theresultsshowed

thatthediffereｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆ

9４

memorywasthattheeventsthatoccurredonly

oncewererecollectedmorｅｖｉｖｉｄｌｙ，especially

concerningtheemotiontheyfelt・Manyofthose

personaleventsturnedoutthattheyinvolved

negativeemotions，whichindicatedthatevents

thatemotionallyexperiencedcouldberecalled

vividly・Furthermore，personaleventsconcerning

theirpｌａｙｉｎｃｈｉｌｄｈｏｏｄｗｅｒｅｍｏｒｅｆｒｅｑｕｅｎｔly

reportedwhentheydescribedtheireventsthat

occurredrepeatedly､Itwassuggestedthatonlya

personaleventthatinvolvedbothplayactivityand

impressiveeventmightberecollectedasanevent

thattheyexperiencedonlyonce．

KeyWords：earlychildhood,autobiographical

memories,episodes,vividness
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